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A．研究目的
エイズ予防指針に基づく施策について、コミュニ
ティが主導し、キーポピュレーションへの啓発と施
策および普及啓発に関する評価方法を確立すること
を目的とする。

B．研究方法
本研究は 3か年計画で進め、令和 6年度に質問紙
調査実施のための準備を行い、令和 7年度に本調査
を実施、令和 8年度に調査結果を解析し、研究成果
をコミュニティや施策へフィードバックする。
初年度 ( 令和 6 年度 ) は、質問紙調査実施のため
の準備として、1) 厚生科学審議会感染症部会エイ

ズ・性感染症に関する小委員会に参考人として参加
し、改正の論点の把握、2)MSMコミュニティに向
けたエイズ予防指針に関する啓発イベントの実施、3)
CLMおよびキーポピュレーションへのエイズ施策
に関する先行研究の検討、4)CBOs メンバーと意見
交換を行い、質問紙の質問項目案の検討と実施方法
の検討、5) 国際会議に参加し、海外CBOs のメンバー
および研究者との各国のキーポピュレーションの施
策状況について意見交換を行う。

（倫理面への配慮）
本研究は「ヘルシンキ宣言に基づく倫理的原則」
および「人を対象とする生命科学・医学系研究の倫
理指針」に従い、調査実施に先立ち、令和 7年度に
研究倫理委員会の承認を取得する予定である。

コミュニティにおけるエイズ予防指針の反映の評価・啓発に関する研究
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研究要旨
【目的】エイズ予防指針に基づく施策について、コミュニティが主導し、キーポピュレーショ
ンへの啓発と施策および普及啓発に関する評価方法を確立することを目的とする。
【方法】令和 6年度は、質問紙調査実施のための準備として、以下の研究活動を行った。1) 
厚生科学審議会感染症部会エイズ・性感染症に関する小委員会に参考人として参加し、改正
の論点の把握、2)MSMコミュニティに向けたエイズ予防指針に関する啓発イベントの実施、3)
community-led monitoring(CLM) およびキーポピュレーションへのエイズ施策に関する先行
研究の検討、4)CBOs メンバーと意見交換を行い、質問紙の質問項目案の検討と実施方法の
検討、5) 国際会議に参加し、海外CBOs メンバーおよび研究者との各国のキーポピュレーショ
ンの施策状況について意見交換を行う。
【結果】厚生労働省での小委員会に向け、打ち合わせ会で指針改正案を検討し、加えてトラ
ンスジェンダーや薬物使用者・支援者などキーポピュレーションの意見を聴取した。参考人
として小委員会に参加し、そこでの議論内容を質問紙調査の設計にも反映。6月 23 日には
akta でMSMコミュニティ向けの指針啓発イベントを開催し、指針策定に携わった専門家や
CBO関係者が改訂のポイントを議論、66 名が参加した。質問紙調査に向けて CLMおよび
MSMに関する先行研究を分析し、HIV/ エイズの意識・行動調査をインターネット調査パネ
ルで実施する方針を決定。6月 27 日～ 29 日のAPACC（香港）では各国のCBOや研究者と
CLM研究の動向および各国のキーポピュレーションの施策状況について意見交換を行った。
【考察・結論】今年度の準備段階を踏まえ、来年度 ( 研究事業の 2年目 ) はキーポピュレーショ
ンを対象としたインターネット調査パネルを用いたHIV/ エイズの意識・行動・知識に関す
る比較分析 : 横断調査を実施する。　
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C．研究結果
1）小委員会での指針改正の論点の把握
小委員会に先立ち厚生労働省にて複数回行われた

「見直しに向けた打ち合わせ会」にて、特に個別施
策層に関する項目について検討を行った。またトラ
ンスジェンダーや薬物使用者・支援者などの参考人
を会に招き、意見交換を行った。
6月 18 日に行われた小委員会において報告者は参
考人として議論に加わり、打ち合わせ会の討議内容
をもとに指針改正案の議論に参加した。またここで
の議論を踏まえ、質問紙調査の質問項目の検討に役
立てた。

2）MSM コミュニティ対象の指針啓発イベント
6 月 23 日に、MSMコミュニティを対象に、エイ
ズ予防指針を解説するトークショーをコミュニティ
センター akta( 新宿二丁目 ) にて実施した。
CBOの代表者として最初の指針策定に関わった稲
場雅紀氏、指針の改訂プロセスを取材し報道してき
た宮田一雄氏を演者とし、またコメンテーターとし
てゲイバーのマスターやセックスワーカー支援団体
のメンバーを迎え、指針の来歴と改訂に向けたポイ
ントについて議論を行った。
当日は akta での対面およびオンラインのハイブ
リッド形式で実施し、66 名が参加した。

3）CLM およびキーポピュレーションへのエイズ施
策に関する先行研究の検討
質問紙作成のため、CLMおよびキーポピュレー
ション（特にMSM）に関する先行研究を精査した。
後者について、MSMに対する各国の施策比較と
評価のため、平成22年厚生労働科学研究費補助金「男
性同性間のＨＩＶ感染対策とその介入効果に関する
研究」における、「日本と海外のMSMの HIV 感染
予防対策関連予算の比較」の研究内容の最新化を試
みた。
Pubmed を用いて先行研究の検討 (HIV&MSM& 
prevention) を行ったところ、近年、国際誌におけ
るMSMのコミュニティベースの取り組みや有病率
に関する研究の報告は減少傾向にあった（図 1、2）。
一方で、MSMを対象とした研究における PrEP の
費用対効果や実装に関する研究の割合が増加傾向を
示した（図 3）。

38
54 55

69 71 63 57 68 56
28

67

95 101
104

133
117 121

146

118

7910

35 39
50

72
78 82

116

104

51

0

50

100

150

200

250

300

350

2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024

HIV men who have sex with men Prevention

記事検索数推移（PubMed）

HIV&gay&bisexual&prevention

HIV&men who have sex with men&prevention

HIV&MSM&prevention

6 13 13 19 22 24 21 26
14 1412

23 25 26
38 37 39

49

38 38

4

10
17 13

27 23 29

45

34 27

0

20

40

60

80
100

120

140

2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024

HV men who have sex with men PrEP記事検索数推移
（PubMed）

HIV&gay&bisexual&PrEP

HIV&men who have sex with men&prep

HIV&MSM&prep

0.18

0.24

0.25
0.25

0.29

0.32

0.32 0.34

0.32

0.48

0.40

0.29

0.44

0.26
0.38

0.29

0.35
0.39

0.33

0.53

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024

記事検索数の内、PrEP記事割合推移（概算）
（PubMed）

HIV&men who have sex with men&prep/HIV&men who have sex with 
men&prevention
HIV&gay&bisexual&PrEP/HIV&gay&bisexual&prevention

図 1 HIV&MSM&prevention 記事数推移

図 2 HIV&MSM&PrEP 記事数推移

図 3 記事数のうち、PrEP 記事割合推移



− 40 −

4）質問紙の質問項目案の検討と実施方法の検討
令和 7年度に実施する調査の方法について、先行
研究の検討および CBOs 等との意見交換を踏まえ、
インターネット調査パネルを用いた個別施策層にお
けるHIV/ エイズの意識・行動・知識に関する比較
分析を横断調査として実施することとした。
比較分析について、インターネット調査パネルの
うち、MSM、トランスジェンダー、セックスワー
カー、一般男性、一般女性を層別に検討することと
した。なおその他の個別施策層についてリクルート
することが可能かについては、引き続き調査中であ
る。

5）海外 CBOs・研究者との各国のキーポピュレー
ションの施策状況について意見交換
6 月 27 日から 29 日まで香港で行われた、Asia 
Pacific AIDS and Co-Infections Conference(APACC)
に参加し、アジア太平洋地域の海外 CBOs、研究
者と CLM研究の動向および各国のキーポピュレー
ションの施策状況について意見交換を行った。ま
た、ここでの意見交換の成果として、令和 7年度の
APACCの東京開催が決まった。

D．考 察
初年度 ( 令和 6 年度 ) は、「次年度に予定される質
問紙調査の項目設計、個別施策層への施策に関する
基礎資料の作成に加え、コミュニティ向けの予防指
針に関する啓発イベントの開催、加えて、国際会議
での情報収集を行った。。
インターネット調査パネルを用いた質問紙調査
は、次年度秋に実施予定である。キーポピュレーショ
ンを対象とした調査となるため、引き続き、CBO
メンバーとの意見交換を継続する。また、同研究班
および他研究班での質問紙調査の指標を統一するた
め、協力依頼を進める。
MSMに関する研究論文では、PrEP の実装およ
び費用対効果の研究が主流であり、各国のコミュニ
ティでの取り組みやその評価については、文献のみ
を通じて十分な情報を得ることが難しい。そのため、
各国のコミュニティと直接対話しながら情報を収集
する必要があり、実態の把握には対面およびオンラ
インでの情報交換の重要性が増している。

E．結 論
令和 6 年度の準備段階を踏まえ、2 年目となる
次年度、キーポピュレーションを対象としたイン
ターネット調査パネルを用いた個別施策層における
HIV/ エイズの意識・行動・知識に関する比較分析 : 
横断調査を実施する。
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